


私たち一人ひとりがイオンです。 
お客さまとともに「永続的な社会」をつくり、 

「 夢 のある未 来」を見つけていきたいと願っています。 
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イオン宣言 

イオンの基本理念 

イオンは、 

日々のいのちとくらしを、 

開かれたこころと活力ある行動で、 

「夢のある未来」（　　   ）に変えていきます。 

“AEON（イオン）”・・・ラテン語で「永遠」を表します。 

私たちの理念の中心は「お客さま」 

イオンは、お客さまへの貢献を永遠の使命とし、 

最もお客さま志向に徹する企業集団です。 

［平和］イオンは、事業の繁栄を通じて、平和を追求し続ける企業集団です。 

［人間］イオンは、人間を尊重し、人間的なつながりを重視する企業集団です。 

［地域］イオンは、地域のくらしに根ざし、地域社会に貢献し続ける企業集団です。 

今回は「イオン株式会社　環境報告書」から「イオン環境・社会報告書（サステナビリ
ティ・レポート）」へと名称を変えて２回目、環境報告書として発行が始まった１９９６年度
から通算すると９回目の発行になります。イオンが「お客さまとともに」今まで取り組んで
きたこと、これからめざしていくことを具体的かつ簡潔にご報告したいと考えて、副題を「私
たちが受け継いでいくもの」としました。また、イオンには１５８社の企業があります。 
すべての企業を取り上げることは誌面構成上できませんが、先駆的、象徴的な取り
組みについて、あるいはイオン全社が協力して行う取り組みについて掲載しております。 
不足する点については、それぞれの企業のホームページ等をご参照ください。 
※文中の「イオン」とは、13事業合計158社の総称です。「イオン（株）」はイオン株式会社を指します。 

※各項目が経済・環境・社会のどの側面に関連するかを、 
　右のアイコンで表示しています。 

お客さまのほか、株主・グループ全店舗の近隣住民の方 ・々お取引先・NPOそして 
従業員など、イオンに関わるすべての皆さまを対象とさせていただきます。 

本書は環境への取り組みに、企業活動の経済性・社会性も観点として加えた 
サステナビリティ(持続可能性)報告書です。作成にはGRI(Global Reporting 
Initiative)を、国際的ガイドラインとして参考にさせていただきました。 

経　済 環　境 社　会 

GMS事業＜総合小売事業＞ 
＊イオン（株） 
＊イオン九州（株） 
＊Jaya JUSCO Stores Bhd. 
＊AEON Stores（HongKong）Co.,Ltd. 
琉球ジャスコ（株） 
（株）マイカル 
（株）マイカル九州 
（株）ポスフール 
Siam JUSCO Co.,Ltd. 

Guangdong JUSCO Teem Stores Co.,Ltd. 
Qingdao AEON Dongtai Co.,Ltd. 
Shenzhen JUSCO Friendship Stores Co.,Ltd. 
Taiwan AEON Stores Co.,Ltd. 
 
スーパーマーケット事業 
＊マックスバリュ北海道（株） 
＊マックスバリュ東北（株） 
＊マックスバリュ中部（株） 
＊マックスバリュ西日本（株） 

マックスバリュ東海（株） 
マックスバリュ九州（株） 
（株）カスミ 
 
ドラッグストア事業 
＊（株）ツルハ 
＊クラフト（株） 
＊（株）スギ薬局 
＊（株）CFSコーポレーション 
＊（株）グリーンクロス・コア 

＊寺島薬局（株） 
（株）メディカル一光 
タキヤ（株） 
（株）ウェルパーク 
（株）いいの 
（株）クスリのアオキ 
 
ホームセンター事業 
＊ホーマック（株） 

コンビニエンスストア事業 
＊ミニストップ（株） 
 
デパートメントストア事業 
（株）ボンベルタ伊勢甚 
（株）ボンベルタ 
（株）橘百貨店 
 
専門店事業 
＊The Talbots,Inc. 

＊（株）ブルーグラス 
＊（株）コックス 
＊（株）やまや 
タルボットジャパン（株） 
ローラアシュレイジャパン（株）  
（株）イオンフォレスト 
（株）メガスポーツ 
クレアーズ日本（株） 
（株）ニューステップ 
アビリティーズジャスコ（株） 
（株）ブックバーン 

ペットシティ（株） 
メガペトロ（株） 
 
ディベロッパー事業 
＊（株）ダイヤモンドシティ 
＊イオンモール（株） 
（株）ダイヤモンドファミリー 
ロック開発（株） 
 
金融サービス事業 
＊イオンクレジットサービス（株） 

＊AEON Credit Service （Asia）Co., Ltd. 
＊AEON Thana Sinsap（Thailand）Plc. 
AEON Credit Service（M）Sdn.Bhd. 
AEON Credit Service（Taiwan）Co., Ltd. 
 
サービス事業 
＊（株）イオンファンタジー 
ジャスベル（株） 
リフォームスタジオ（株） 
（株）ツヴァイ 
（株）イオンテクノサービス 

イオンシネマズ（株） 
（株）品質管理センター 
 
フードサービス事業 
（株）グルメドール 
（株）マイカルイスト 
 
物流加工・商事事業 
チェルト（株） 
（株）フードサプライジャスコ 
アイク（株） 

Tasmania Feedlot Pty. Ltd. 
 
e-コマース事業 
（株）イオンビスティー 
 
 

人間 地域 

お客さま 

平和 

・  イオン1％クラブ 
・ （財）イオン環境財団 
・ （財）岡田文化財団 
 

※レポート対象範囲において決算時期が異なる等の理由により、一部対象期間が異なるデータには対象期間を明記しています。 

 

イオン158社 
 

2003年度（2003年2月21日～2004年2月20日） 
※レポート対象範囲において決算時期が異なる等の理由により、一部対象期間が異なるデータには対象期間を明記しています。 

＊株式公開企業 



「イオン行動規範」の制定

イオン行動規範 　 　すべては、お客さまのために。

イオン株式会社
取締役兼代表執行役社長

お客さまとイオンの最大の接点は従業員。
だから、毎日の行動や考えかたのモノサシをつくりました。

● 「イオン行動規範」の位置づけ ●

イオンの基本理念

イオン行動規範宣言

お客さまへの誓い
パートナーとイオン

イオンピープルとともに

行動ルール・マニュアル

イ オ ン 宣 言

各法令

イオン行動規範制定に
あたってイ

オ
ン
行
動
規
範

道
徳
性

経
済
性



リスクマネジメント体制の確立

事故は、あらゆるデータと想像力を駆使して未然防止に努めます。
その上で、万一への備えも同じくらい重要、とイオンは考えます。

※1 2004年2月末現在
※2 （財）日本情報処理開発協会が審査・認定した「個人情報保護に関する事業者」の証として使用を許されるマーク。

「イオン合同防災訓練」

1.事前訓練 
①市町村の情報収集  

②自店の被害想定  

③落下転倒防止策実施  

④地震防災規定の読みあわせ 

⑤地震ハンドブック記入確認 

⑥171災害伝言ダイヤル使用 

2.9月1日 当日統一訓練  
⑦地震フォルダーへの報告

⑧地震後の設備点検 

3.店舗の独自訓練 
⑨店舗内連絡訓練  

⑩従業員安否確認訓練  

⑪お客さま誘導（机上）訓練

⑫店頭販売（机上）訓練  

⑬店内放送（机上）訓練  

⑭停電対応（机上）訓練  

⑮その他独自訓練

グループ全体で取り組む「イオン合同防災訓練」　　 東海地震対策などを想定して

各
店
舗
の
実
施
状
況

報告

フィードバック

イオン（株）

朝日新聞　2003年11月5日付

イオンクレジットサービス（株）の場合



お互いが磨きあい、高めあうために
より開かれた経営シフトを構築しました。
　

 開かれた経営に向けた2つの改革

よりスピーディ・より透明な経営体制へ　 　〈コーポレートガバナンス改革〉

イオンは、2010年までに名実ともに世界小売業のトップ10入りをめざす「グローバル10」を長期目標に掲げています。

2003年度は、その実現に向けグローバル水準のグループ経営体制を盤石とするために、大きな2つの改革に着手しました。

シナジー効果の最大化をめざして　 　〈グループマネジメント改革〉

改革初年度の現況と課題

イオン独自の3つの諮問委員会
●「お客さま」諮問委員会
消費者団体幹部や実際のお客さまから忌憚のないご提言をいただき、
「お客さま視点の経営」の実践に反映させます。

●「夢のある未来」諮問委員会
環境団体幹部・学識経験者などの方々から政策的なご提言をいただき、具現化を図ります。

●「経営」諮問委員会
多分野にわたる専門家の方々から幅広い情報・見識をいただき、グループ全体戦略等に反映させます。

グループの
成長加速

グループ全体
価値の向上

グループ全体
最適と革新創出

集中・集約・共有
標準化の推進

グループシナジー
の最大化

環境保全

GMS SM ドラッグ ディベロッパー アジア その他の事業



国内外で共有するグループカルチャー

透明性・倫理性からみるイオンの「経営」

中　国

タ　イ

マレーシア

台　湾

ＧＭＳ・スーパーマーケット海外出店数

イ
オ
ン
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
て
、ま
ず
感
心
し
た
の
が
「
繰
り
返

し
行
う
」
企
業
風
土
。
以
前
の
マ
イ
カ
ル
は
目
標

を
決
め
て
一
直
線
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、イ
オ
ン
は
周
囲
の
意
見
を
い
ろ
い
ろ
聞
い
て

は
軌
道
修
正
を
繰
り
返
し
、着
実
に
進
め
て
い
く

ん
で
す
。
従
業
員
教
育
も
販
売
課
長
・
グ
ル
ー
プ

長
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
さ
ん(

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー)

と
、

何
度
も
何
度
も
意
識
づ
け
か
ら
行
う
。
私
自
身
も

す
で
に
三
回
、集
合
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
成
果

と
し
て
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
回
を
重
ね
る
ご
と

に
活
発
な
、し
か
も
お
客
さ
ま
の
視
点
に
立
っ
た

意
見
が
飛
び
か
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
改
善
の
ス
ピ
ー
ド
が
格
段
に
早
ま
り
ま
し
た
よ
。

今
ま
で
も
「
お
客
さ
ま
第
一
」
と
思
っ
て
き
た
つ
も

り
で
し
た
が
、経
営
者
か
ら
従
業
員
ま
で
、イ
オ

ン
に
よ
っ
て
そ
の
切
り
口
を
整
理
さ
れ
、方
向
づ

け
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
ね
。
現
在
こ
の
店
は
六

百
人
が
働
き
、日
曜
日
に
は
一 

二,
〇
〇
〇
人
が
訪

れ
る
、ひ
と
つ
の
街
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
そ
う

考
え
る
と
、地
域
と
の
関
わ
り
は
ま
す
ま
す
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
き
ま
す
。
地
道
な
こ
と
か
ら
で

も
試
行
錯
誤
で
あ
っ
て
も
、商
品
を
売
る
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
、地
域
に
根
づ
い
た
確
固
と
し
た

店
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新パートナー マイカルとともに。 「お客さま第一」を海外にも。

株式会社マイカル
茨木サティ 店長
堀 田 　 茂

継続は力。地道でも、地域に根づいた

          店づくりを続けていきたいですね

GMS店舗数 スーパーマーケット店舗数

 採用人数（人）

（広東ジャスコ）ジャスコ中山君悦広場店 390

（台湾イオン）ジャスコ新竹店 610

（ジャヤ・ジャスコストアーズ）ジャスコペルマスジャヤＳＣ 379

（ジャヤ・ジャスコストアーズ）ジャスコメトロプリマＳＣ 487

タルボット

※SC（ショッピングセンター）



社内外のご意見を経営へ

お客さまとイオン双方が

　     見える立場から、さまざまな提案を。

イオン（株）ジャスコ品川シーサイド店 お客さま副店長西 尾 妙 子さん（右）山 口 美 保 里さん（左）

◎
こ
れ
ま
で
、子
ど
も

用
の
手
洗
い
に

も
石
け
ん
を
お

く
こ
と
・
カ
ー
ト
置

場
を
駐
輪
場
に
も
設
け
る
こ
と
な
ど

を
改
善
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、こ
の
仕
事

は
慣
れ
る
に
し
た
が
い
お
店
寄
り
に
考
え
て

し
ま
い
が
ち
。
想
像
以
上
に
気
を
使
う
と
い
う

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
当
店
に
は
「
お
客

さ
ま
副
店
長
」
が
全
部
で
3
人
い
ま
す
が
、お

互
い
協
力
し
あ
っ
て
実
施
し
た
「
お
客
さ
ま
ア

ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、お
客
さ
ま
が
皆
さ
ん
熱
心

に
話
し
て
く
だ
さ
っ
て
、こ
れ
な
ら
も
っ
と
何

か
で
き
る
の
で
は
と
感
激
し
ま
し
た
。

(

西
尾
さ
ん)

◎
も
と
も
と
「
ト
ッ
プ
バ
リ
ュ
共
環
宣
言
」
が

大
好
き
で
し
た
し
、自
宅
も
近
い
の
で
ぜ
ひ
こ

の
お
店
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

「
お
客
さ
ま
副
店
長
」
と
い
う
仕
事
は
、何
よ

り
自
分
の
位
置
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
難

し
い
で
す
ね
。
お
客
さ
ま
の
立
場
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
ら
、私
た
ち
3
人
が
い
る
意
味
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
。
私
も
こ
の
仕
事
と
イ
オ
ン
を
通

じ
て
、何
か
環
境
活
動
や
社
会
貢
献
に
参
加
で

き
れ
ば
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(

山
口
さ
ん)

第二期めは110名が活躍中。 ご利用の実感を経営への提言に。

お客さま

電話
インターネット
手紙

改善された
商品・サービス 店舗での

「お返事公開」

関係部署との
ミーティング

お客さま
サービス部

店舗

お申し出対応
システム入力

お客さまの声を
もとに改善を検討

「お客さま副店長」からの提案による改善例
 ※[　　 ]内は実施店

より多くのお客さまと従業員へ。

※第二期「お客さま副店長」の任期は、2003年10月21日～
　2004年10月20日の1年間です。

◎鮮魚コーナーのセット販売商品「寒鱈鍋」は、地域

のお客さまには郷土料理「どんがら汁」としてお

なじみの味。さっそくセットの表示を「どんがら

汁(たら鍋」)と改めました。[ジャスコ山形南店]

◎収納の限られた住居が多い土地柄、保管期間が

長く、場所をとる五月人形に収納箱のサイズを

写真とともに明示し、ご購入時の参考にしていた

だきました。 [ジャスコ品川シーサイド店]

◎豚ミンチ肉のパックは従来200g入りでし

たが、トップバリュ「餃子の皮」は想定分量

の表示が250g。そこでジャスコ商品部に

連絡し、パックのほうを250g入りに規格変

更してもらいました。 [ジャスコ名古屋みなと店]

◎店内の「ちびっ子広場」にあったブロック

遊具は、破損しやすいプラスチック製だった

ので危険。これを撤去し、スポンジ素材の

ものに代えてもらいました。 [ジャスコ日吉津店]

株式売買単位が100株の企業一覧
●イオン(株) ●ミニストップ（株） 
●イオン九州(株) ●(株)ダイヤモンドシティ
●マックスバリュ北海道（株） ●イオンモール(株)
●マックスバリュ東北(株) ●イオンクレジットサービス（株） 
●マックスバリュ中部(株) ●(株)イオンファンタジー 　　
●マックスバリュ西日本(株)  



従業員が安心して働ける職場づくり

コミュニティ社員制度

職場環境の整備

福利厚生

マックスバリュ東北（株）営業本部秋田営業部
ＣＳＭ県央地区長・将軍野店店長

籠 谷 加 代 子（こもりや・かよこ）

マックスバリュ東北（株）営業本部秋田営業部
ＣＳＭ県南地区長・中仙店店長

相 馬 美 津 江

◎
パ
ー
ト
で
気
楽
に
働
き
た
い
。
そ
ん

な
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
、パ
ー
ト
店
長

の
話
が
あ
っ
た
と
き
、最
初
は
お
断
り

し
ま
し
た
。
で
も
「
お
飾
り
的
な
店
長

じ
ゃ
な
い
」「
主
婦
な
ら
で
は
の
地
元
密
着
力

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
社
長
か
ら
勧
め
ら
れ
、

最
終
的
に
Ｏ
Ｋ
し
た
ん
で
す
。
男
性
店
長
で

は
難
し
い
生
の
声
を
、お
客
さ
ま
と
同
じ
目

線
で
語
り
あ
い
な
が
ら
入
手
で
き
る
点
が
、主

婦
で
あ
り
母
で
あ
る
パ
ー
ト
店
長
の
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。（
相
馬
）

◎
立
場
は
パ
ー
ト
、肩
書
き
は
店
長
。
し
か
も
新

し
い
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
だ
け
に
、最
初
は
大
変

で
し
た
。
今
は
自
分
の
経
営
判
断
に
対
す
る
答

え
が
す
ぐ
に
出
る
の
で
、怖
い
反
面
、面
白
さ

も
感
じ
て
い
ま
す
。
社
員
店
長
だ
と
一
〜
二
年

で
転
勤
し
て
し
ま
い
、地
域
に
密
着
す
る
の
も

難
し
い
で
す
が
、転
勤
の
な
い
パ
ー
ト
店
長
な

ら
長
い
目
で
地
域
の
こ
と
を
考
え
、本

当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
籠
谷
）

社内教育制度

イオン社会福祉基金

●障害者との共同事業を推進

CD・DVD＆ブックショップ「スクラム」
で働く皆さん。

地元密着のパート店長だから、

         主婦のパワーが発揮できます。



イオンモール（株） イオン太田ショッピングセンターゼネラルマネージャー
下 岸 春 雄

出
店
に
あ
た
っ
て

は
地
元
の
区
長
さ
ん

た
ち
や
行
政
と
一
緒
に
、毎
月
定
例
の
説
明
・
検
討
会

を
重
ね
ま
し
た
。
工
事
の
説
明
と
同
時
に
お
客
さ
ま

の
ご
要
望
も
伺
い
、公
共
性
の
高
い
都
心
型
モ
ー
ル

を
…
と
企
画
さ
れ
た
の
が
こ
こ
イ
オ
ン
太
田
S
C
で

す
。
調
整
池
を
ビ
オ
ト
ー
プ
に
し
た
の
も
そ
の
席
で

生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
す
が
、あ
そ
こ
に
は
早
く
も
カ

モ
が
住
み
つ
い
て
子
ど
も
を
産
み
ま
し
た
。
実
は
、休

憩
時
間
に
そ
の
様
子
を
見
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
…
。

ホ
ー
ル
は
民
間
施
設
と
し
て
お
そ
ら
く
全
国
で
初
め

て
、確
定
申
告
の
会
場
に
な
り
ま
し
た
。お
客
さ
ま
だ

け
で
な
く
、税
務
署
と
し
て
も
臨
時
の
会
場
設
営
や

誘
導
員
の
コ
ス
ト
が
不
要
に
な
る
な
ど
、メ
リ
ッ
ト
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
託
児
所
や
婦
人
服
売
場
の
横

に
設
け
た
授
乳
・
お
む
つ
が
え
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
ご
好
評
で
す
。先
日
は
、東
京
で
下
宿
中
の
若

者
が
い
つ
も
帰
省
を
渋
っ
て
い
た
の
に「
こ
こ
が
で
き

た
か
ら
“帰
っ
て
み
た
い
”と
言
っ
て
き
た
」
な
ん
て
い

う
お
声
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ひ
と
つ
の
モ
ー
ル
に
は
、地
域
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変

え
て
い
く
可
能
性
す
ら
あ
り
ま
す
ね
。
イ
オ
ン
太
田

S
C
が
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
と
同
時
に
、用

を
足
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
場
所
と
し
て
地
域
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、小
さ
い
こ
と
か
ら
で
も
新
し
い

取
り
組
み
を
続
け
て
い
こ
う
と
決
心
し
て
い
ま
す
。

地域と活きるSC（ショッピングセンター）へ

2003年度、新しいイオンのSC（ショッピングセンター）が計20カ所の街で誕生しました。新規出店の際にイオンが配慮している

ポイントを、2003年12月に群馬県でオープンしたイオン太田SCを例にとってご説明します。

地域のために、地域とともに、

　　　　　 小さなことからでも少しずつ。



PB（プライベートブランド）商品への取り組み

商品・サービスを通してみるイオンと「社会」

おいしさという商 品 価 値で 、

　 　 　次 代 の「 農 」を 支えていきた い 。

安全・安心・正直にこだわり続けます。

イオン（株） SSM商品本部農産商品開発部長
高 橋 　 博

私
が
担
当
す
る
農
産
物
は
企

業
で
な
く
、個
々
の
農
家
で
生
産
さ
れ
ま
す
。
い

く
ら
安
全
に
配
慮
と
い
っ
て
も
個
人
で
は
管
理
し

き
れ
な
い
要
素
も
あ
る
わ
け
で
、イ
オ
ン
と
し
て

は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
だ
け
で
満
足
し
て
い
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
お
客
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、ま
た
新
た
な
方
策
を
実
現

し
て
い
か
な
け
れ
ば
。
た
と
え
ば
、い
く
つ
か
の
自

治
体
も
取
り
組
み
始
め
て
い
る
こ
と
で
す
が
、生

産
地
域
に
お
け
る
「
農
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
、継
続
性
を

持
っ
た
し
く
み
の
支
援
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。「
農
」
は
地
域
を
支
え
る
基
盤
だ
か
ら
、地

域
全
体
で
そ
の
確
か
さ
、つ
ま
り
安
全
を
き
ち
ん

と
支
え
て
い
く
。
そ
れ
は
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

つ
な
が
り
、子
ど
も
た
ち
に
継
承
で
き
る
次
代
の

「
農
」の
姿
も
見
え
て
く
る
ん
で
す
よ
。

ト
ッ
プ
バ
リ
ュ
の
認
知
度
は
、か
な
り
上
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
と
は
い
え
グ
リ
ー
ン
ア
イ
は
食
品
で

す
か
ら
、何
よ
り
味
と
成
分
で
訴
求
で
き
な
け
れ

ば
。イ
オ
ン
の「
安
心
」は
対
症
療
法
よ
り
予
防
が

基
本
で
す
か
ら
、商
品
価
値
を
こ
の
先
ど
う
見
出

し
て
い
く
か
が
当
面
の
課
題
で
す
ね
。
品
質
を
お

い
し
さ
や
健
康
で
語
れ
る
も
の
に
な
れ
ば
、社
会
的

な
提
起
も
で
き
る
。見
た
目
よ
り
、確
か
さ
で
お
選

び
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生活の基本アイテムを、安心品質と
お買得価格でご提供する衣食住ブランド

リサイクル資源を利用したエコロジー
商品ブランド

自然の力を生かして育てた農・水・畜産物、
それらを原料とする加工食品のブランド

おいしさ・素材・機能などに特別に
こだわった特選高品質ブランド

トップバリュ 5つのこだわり

お客さまの 声を 商 品に生かします。
お客さまのモニター等により、品質・機能を吟味しています。

安全と環境に配慮した安心な商品をお届けします。
添加物使用の削減や環境負荷の少ない原材料・包材を使用しています。

必 要 な 情 報をわかりや すく表示します。
遺伝子組換えや栄養成分をはっきりと表示します。

お買 得 価 格でご提 供します。
ナショナルブランドより、お求めやすい価格に設定します。

お客さまの 満 足をお約束します。
万が一、ご満足いただけない場合は、返金・お取り替えをします。

農産物データ管理システムに基づき、携帯電話でチンゲンサイの生育状況を報告する生産農家（福岡県）。



PB（プライベートブランド）商品への取り組み

安全の先の、おいしさを

　            追求していく時代だと思います。

高校の家庭科の授業で、

「トップバリュ グリーンアイ」が取り上げられました。
◎
今
ま
で
食
べ
物
を
買
う
と
き
、賞
味

期
限
し
か
気
に
し
な
か
っ
た
け
ど
、

こ
れ
か
ら
は
環
境
マ
ー
ク
や
無
農
薬

表
示
に
も
気
を
つ
け
て
買
い
た
い

と
思
い
ま
す
。（
菅
田
あ
ず
さ
さ
ん
）

◎
農
作
物
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り

ま
し
た
。
環
境
を
考
え
る
こ
と
は

農
作
物
を
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、

農
作
物
を
考
え
る
こ
と
は
環
境

を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。（
江
藤

隼
斗
さ
ん
）

◎
ト
ッ
プ
バ
リ
ュ
商
品
は
よ
く
目
に
し
て
い
た
け
ど
、今

日
の
話
を
聞
い
て
、さ
ら
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

お
い
し
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
、安
全
で
あ
る
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
。（
飯
島
　
誠
さ
ん
）

◎
食
べ
物
に
関
し
て
は
企
業
の
利
益
ば
か
り
考
え
ず
、後
々

の
こ
と
、食
べ
る
人
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
点
、わ
ざ
わ
ざ
私
た
ち

の
高
校
ま
で
足
を
運
ん
で
、お
話
を
し
て
く
れ
る
イ
オ

ン
さ
ん
は
凄
い
で
す
。本
気
で
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
と
、

お
世
辞
で
は
な
く
思
い
ま
し
た
。（
永
井
夕
貴
さ
ん
）

◎
生
き
る
た
め
に
食
べ
る
の
に
、食
べ
た
こ
と
で
害
に
な

る
な
ん
て
…
。
そ
ん
な
食
品
は
絶
対
に
許
せ
な
い
と

思
っ
た
。（
余
　
智
成
さ
ん
）

◎
グ
リ
ー
ン
ア
イ
の
こ
だ
わ
り
と
環
境
へ
の
取
り
組
み

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
と
く
に
、サ
ツ
マ
イ
モ
か
ら

作
っ
た
と
い
う
土
に
も
ど
る
ポ
リ
袋
に
は
感
動
！
　

農
業
の
こ
と
、食
べ
物
の
こ
と
、環
境
の
こ
と
、将
来

の
こ
と
、い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
授
業
で
し

た
。（
坂
本
佳
菜
江
さ
ん
）

◎
家
の
近
く
に
イ
オ
ン（
ジ
ャ
ス
コ
）が
あ
っ
て
よ
く
行

く
け
ど
、食
の
安
全
に
つ
い
て
、こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
お
店
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。（
松
沼

弘
隆
さ
ん
）

◎
田
舎
に
住
ん
で
、自
分
で
野
菜
と
か
作
り
た
い
気
分

に
な
り
ま
し
た
。（
伊
藤
香
織
さ
ん
）

トップバリュ グリーンアイ生産農家
（千葉県富里市）

篠原弘安さん

江
戸
時
代
か
ら
十
何
代
続

く
農
業
の
後
継
者
と
し
て
人
一
倍
の
責
任
を
感

じ
ま
す
。
現
在
、両
親
と
妻
と
私
の
計
四
人
で
、

冬
は
ニ
ン
ジ
ン
、夏
は
ス
イ
カ
、秋
は
ト
マ
ト
を
作
っ

て
い
ま
す
。
以
前
は
自
分
の
作
っ
た
も
の
が
ど
こ

に
届
け
ら
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
ト
ッ
プ
バ
リ
ュ 

グ
リ
ー
ン
ア
イ
に

参
加
し
、イ
オ
ン
の
売
場
に
私
の
作
物
と
し
て
並

ぶ
の
を
見
て
大
い
に
や
る
気
が
わ
い
て
き
た
も

の
で
す
。
人
の
口
に
入
る
も
の
を
作
っ
て
い
る
者

が
食
の
安
全
に
気
を
つ
か
う
の
は
当
然
で
す
。こ

れ
か
ら
は
、さ
ら
に
そ
の
先
の
お
い
し
さ
を
追
求

し
て
い
く
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
野
菜
離
れ
と
か
言
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
本
当
に
お
い
し
い
野
菜
と
出
会
う
機
会

が
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め

に
地
域
の
小
学
校
で
食
育
の
試
み
も
始
め
ま
し

た
。
農
作
物
の
大
切
さ
を
知
る
と
、田
や
畑
に
空

き
缶
を
捨
て
な
く
な
る
な
ど
、子
供
た
ち
の
意

識
に
変
化
が
現
れ
て
き
て
、期
待
が
持
て
ま
す
。

お
い
し
い
農
業
が
明
日
を
作
る
、そ
ん
な
気
概
で

イ
オ
ン
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

イオンの表示および品質管理体制

表示および品質管理体制の
ビジネスプロセスへの組み込み

社内体制の強化 外部機関・人材よりの支援

グループ品質管理・表示体制の確立

1.グループ品質管理・
表示会議の設置

3.「品質管理部」の
設置

2.専門委員会の設置

4.グローバル先進企業
のフードセーフティ
および表示の研究

グローバルな認証団体による指導と監査

※見た目は透明なポリ袋ですが、
そのまま生ゴミと同じ処分が
でき、埋めれば土に還る新素
材です。下欄でご紹介してい
る江戸川高校での授業でも、
この素材が取り上げられました。

●名称：納豆●原材料：納豆（丸大豆（中国）、納豆菌）、添付調味料【たれ】砂糖、たん白加水分解物
（大豆、小麦を含む）、しょうゆ（本醸造）（小麦、大豆を含む）、発酵調味液、食塩、醸造酢、魚介エキス（昆布、
かつお、煮干し）（大豆を含む）、水飴、調味料（アミノ酸等）、酒精、酸味料（乳酸）【からし】からし、食塩、醸造
酢、酵母エキス、酒精、酸味料、香辛料、着色料（うこん）、ビタミンC、増粘多糖類、●内容量：納豆80ｇ（40ｇ×
2個）●賞味期限：枠外天面に記載●保存方法：冷蔵庫（10℃以下）で保存してください。
●販売者：        　　　　　　　Ｊ547　千葉県千葉市美浜区中瀬1-5-1

●原材料に「小麦、大豆」の成分が含まれています。

●納豆（大豆）：遺伝子組換えではありません。

食物アレルギー物質情報

遺伝子組換え原材料情報

2004年３月、東京都立江戸川高校で「食の安全」をテーマとした授業が行われました。
生徒たちの感想の一部をご紹介します。



店頭と社会貢献との新たな接点

衣料の回収リサイクルを始めました。

難しいだけに、ぜひ続けていきたい取り組みです。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
コ
ー
ヒ
ー
へ
の
取
り
組
み
は
、イ
オ
ン
２１

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
お
客
さ
ま
か
ら
ご
提
案
い
た
だ
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。私
た
ち
も
概
念

は
理
解
し
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、進

め
る
ほ
ど
に
奥
の
深
い
も
の
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。コ
ー
ヒ
ー
豆
の
購
入
を
通

じ
て
生
産
者
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る

だ
け
で
な
く
、商
品
そ
れ
自
体
が
ご
購

入
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
価
値

あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
生
産
者
の
方
々
に
日
本
の

お
客
さ
ま
の
ご
要
望
を
お
伝

え
す
る
と
と
も
に
、お
客
さ
ま

に
は
、ご
購
入
い
た
だ
く
こ
と
で

生
産
者
の
方
々
の
生
活
が

改
善
し
て
い
く
こ
と
を
説

明
す
る
責
任
も
生
じ
る
の

で
す
。
N
G
O
の
皆
さ
ん
や
焙
煎
メ
ー

カ
ー
の
方
々
な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り

販
売
を
開
始
で
き
ま
し
た
が
、こ
の
取

り
組
み
は
こ
れ
か
ら
永
く
継
続
し
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
大
切
な
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
イ
オ
ン
に
ご
期
待
い
た
だ
い

た
お
客
さ
ま
の
声
に
お
応
え
す
る
こ
と

が
で
き
、し
か
も
産
地
の
方
々
の
生
活

改
善
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
素
晴
ら
し

い
取
り
組
み
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は

ぜ
ひ
、他
の
商
品
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。（
仲
谷
）

イオン(株) トップバリュ本部
商品企画グループ SSM担当

宮 坂 文 人

イオン(株) 商品戦略・トップバリュ本部
トップパリュグループマネージャー

仲 谷 正員

商品の開発

商品の回収

商
品
の
販
売

商
品
の
再
生

Recycling
   System

素材の再利用を考慮した高品質な商品開発を行います。

店頭に回収BOXを設置し、エコメイトマーク商品を回収します。

店頭でエコメイトマークが
ついた商品を販売します。

回収した商品は、衣料品
の再生と資源の有効利用
に役立てます。

リサイクルシステム

お客さまからチャンスをいただきました。

（株）ユニカフェでは国際NPO「トランスフェア」が認定
した原料を使用。フェアトレード・コーヒーには同NPOのマーク
（上写真）が表示されています。

※1（社）日本アパレル産業協会が「リサイクル配慮設計
商品」と認定した衣料につけられるマーク。衣料の組成
別分別回収を容易にします。

※3 回収品から多様な原料が得られるため、新たな石油消費を
抑えられるリサイクル技術です。

※2 数字に「ひと回りふた回り」の意味をかけた「リサイクルの日」です。

「イオンという企業が日本から視察にきた」ことを報道する
現地の新聞。

「パートナーシップをより深めたい」とのお手紙を、現地生産者
の方から日本語でいただきました。インドネシア／リントン オーガニックコーヒー プロデューサーズグループの皆さん



イオンサプライヤーCoC（取引行動規範）の制定と推進

制定の主旨

イオンサプライヤーＣｏＣに対して、タイのSWIFT社からメッセージが届きました。

私たちは今回のＣｏＣに関して、サプライヤー（供給者）およびベンダー（買い付け人）の適正な労働環境を監査する

としたイオンの取り組みに、深い感銘を覚えました。イオンの監査内容は、細かなところまでじつに良く配慮されてい

ます。その企業の姿勢と取り組みは、私たちの人権や労働環境だけでなく、公正な処遇と倫理的な環境保護対策を行

うことの方向性と大切さを、私たちのような取引企業に対して非常にわかりやすく伝え、十分に納得できるものとなっ

ていました。

このサプライヤーＣｏＣは、私たちの住む世界をやさしく見守り、より良い暮らしを実現する上で、直接的にも間接的に

も大いに役立つことでしょう。イオンはビジネス界における世界的なリーダーのひとりとして、企業の倫理観を高める

活動に大きな影響力をもっていると確信します。

製造委託先工場（世界24カ国・約250工場） 

イオンサプライヤーCoC（取引行動規範）要求内容
製造・調達を行う国において法的に定められている社会的責任標準に適合すること

法　令　遵　守 その国の法律・規制に適合する

 1. 児童労働 違法な児童労働は許されない

 2. 強制労働 強制・囚人・拘束労働は許されない

 3. 安全衛生および健康 安全で健康な職場を提供すること

 4. 結社の自由および団体交渉の権利 従業員の権利を尊重すること

 5. 差別 生まれた背景､信条で差別してはならない

 6. 懲罰 従業員に過酷な懲罰を課してはならない

 7. 労働時間 労働時間に関する法令を遵守

 8. 賃金および福利厚生 賃金および福利厚生に関する法令の遵守

 9. 経営責任 イオンサプライヤーCoCの遵守宣言をすること

10. 環境 環境汚染･破壊防止に取り組むこと

11. 商取引 地域の商取引に関する法令を遵守すること

12. 認証・監査・監視（モニタリング） イオンサプライヤーCoCの認証・監査・監視を受けること

13. 贈答禁止 イオンとサプライヤーの贈答禁止

アメリカ合衆国

コロンビア

アイスランド

ドイツ

ノルウェー

台湾

タイ

イ
ン
ド

ス
リ
ラ
ン
カ

カ
ン
ボ
ジ
ア

フィリピン
ベトナム

インドネシア

オーストラリア

ニュージーランド

マレーシア

中国

韓国スペイン

イタリア

エクアドル

南アフリカ

エジプト

イスラエル

SWIFT社で働く皆さん

イオンで販売しているグリーンアスパラの出荷作業



お客さま視点での活動

お客さまがつくる理想のイオン

幅広い世代に“日本の食文化”を

　     伝えていければ、と思うんです。

時にはお客さまの選択に異をとなえることも、

　　　　大切なサービスだと思います。

フードアルチザン（食の匠）
群馬やまふぐ本舗　手造り蒟蒻工房　代表 

佐々木  信也さん

（株）メガスポーツ 営業本部 熊谷・太田担当ディストリクトマネージャー　 實 成  信（じつなり・まこと）

常
に
お
客
さ
ま
の
立

場
に
立
っ
て
接
客
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
私
た
ち
の

基
本
で
す
。一
応
、接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
す

が
、そ
こ
に
は
「
お
客
さ
ま
第
一
」
と
い
う
基
本
的

な
精
神
が
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、細
か
な
接
客

に
つ
い
て
は
個
々
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
大
切
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
場
合
は
、と
に
か
く
お
客
さ
ま
に
合
う
も
の

を
探
し
、オ
ス
ス
メ
す
る
の
が
基
本
。
で
す
か
ら
、

お
客
さ
ま
が
「
ち
ょ
っ
と
大
き
い
け
ど
、ま
ぁ
い
い

や
」
と
購
入
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、そ
れ
を
お

止
め
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
特
に
ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
な
ど
、サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い
と
足
を
痛

め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
か
ら
…
。

そ
ん
な
対
応
を
気
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、神
奈
川

の
秦
野
店
で
知
り
あ
っ
た
お
客
さ
ま
が
、私
が

千
葉
の
イ
オ
ン
成
田
店
へ
移
っ
た
後
も
、わ
ざ
わ

ざ
お
店
ま
で
来
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
近
く
へ
来
た
か
ら
…
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、事
前
に
電
話
を
入
れ
て
私
が

出
勤
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
来
店
し

て
く
れ
た
ん
で
す
。

あ
の
時
ほ
ど
、こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ン
ニ
ャ
ク
の

本
場
と
い
わ

れ
る
下
仁
田

で
も
機
械
化

が
進
み
、
手
づ
く

り
を
す
る
店
と
い
う
の
は
ウ
チ
ぐ
ら
い
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
だ
け
の
食
文
化
で
あ
る

コ
ン
ニ
ャ
ク
づ
く
り
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
ん
で

す
よ
。
た
と
え
ば
「
お
袋
の
味
」
が
喜
ば
れ
る
の

は
、そ
れ
が
心
を
こ
め
て
つ
く
ら
れ
る
そ
の
家

独
自
の
味
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
い
く
ら
モ
ノ
に

自
信
が
あ
っ
て
も
、こ
の
心
を
こ
め
た
違
い
を
他

人
に
伝
え
る
の
は
難
し
い
ん
で
す
。
そ
の
点
、フ
ー

ド
ア
ル
チ
ザ
ン
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
大
手
が

扱
っ
て
く
れ
る
と
、私
が
「
ウ
チ
の
コ
ン
ニ
ャ
ク

は
い
い
で
す
よ
」
な
ん
て
言
っ
て
回
る
よ
り
説

得
力
が
あ
る
。
実
際
、イ
オ
ン
に
入
る
よ
う
に
な
っ

て
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
ま
し
た
。
店
で
開
催

す
る
手
づ
く
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
教
室
で
は
三
年
で

一,
五
〇
〇
人
く
ら
い
、幅
広
い
世
代
の
方
々
と

接
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
方
々
に
、コ
ン
ニ
ャ
ク

の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
て
い
く
の
が
今
後
の
課

題
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商
品
価
値
が
知
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
で
価
格
へ
の
評
価
は
変
わ
り
ま

す
か
ら
ね
。
お
客
さ
ま
に
「
ま
た
食
べ
た
く
な
っ

て
」
と
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
の
が
、い
ち
ば
ん
嬉

し
い
ん
で
す
よ
。



ユニバーサルデザイン化の推進

身 障 者 用 の 駐 車 場 が 、

　 　    そ の 目 的 を 果 た せ る よう に 。

イオンモール（株） イオン秋田ショッピングセンターゼネラルマネージャー 
藤 原 雄 三

当
S
C
で
は
入
口
近

く
に
二
〇
台
分
の
身
障
者
用
駐
車
場
を
設
け

て
い
ま
す
が
、こ
こ
に
一
般
の
方
が
駐
車
し
、本

来
の
目
的
を
果
た
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

車
イ
ス
の
お
客
さ
ま
が
、自
動
車
の
乗
り
降
り

に
ど
れ
だ
け
の
面
積
を
必
要
と
す
る
の
か
、ま

た
そ
の
大
変
さ
な
ど
が
、ま
だ
ま
だ
一
般
の
お

客
さ
ま
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

身
障
者
用
の
駐
車
場
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

「
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
軽
い

気
持
ち
で
駐
車
し
て
し
ま
う
ん
で
す
。

そ
こ
で
今
年
、「
私
は
身
障
者
用
駐
車
場
に
停

め
ま
せ
ん
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、男
鹿
市

の
渡
辺
幸
哉
さ
ん
と
い
う
方
が
行
っ
て
い
る
身

障
者
用
駐
車
場
の
普
及
活
動
を
、当
S
C
が
応

援
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

通
し
て
車
イ
ス
利
用
者
と
一
般
の
方
々
と
が
触

れ
あ
え
る
場
を
つ
く
り
、身
障
者
用
駐
車
場
の

大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
狙
い
で
す
。

具
体
的
に
は
、お
店
側
が
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
場

を
提
供
し
た
り
、い
ろ
い
ろ
な
面
で
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
お
互
い
の
理
解
が

深
ま
る
こ
と
で
、身
障
者
用
駐
車
場
の
有
効
利

用
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ハートビル法認定施設の推移

ハートビル法※による認定を、2003年度は

36店舗で取得。イオン独自の「イオンハート

ビル設計基準」も作成し、よりきめ細やかに

配慮した店づくりを行っています。

貸出し用の車イスや、車イスに取り付けられ

るカートを配備しています。

介添えがほしい時などに、従業員を直接呼び

出せる店舗入口のインターホン。

通路幅やサービスカウンターの高さも、車イ

スでのご利用を考慮しています。

「混雑時は車イスだと利用しづらい」とのご

意見から生まれた、優先エレベーター。

床の段差はできるかぎり廃し、触感のやさし

いカーペットを多用しています。

※ご高齢の方・体の不自由な方が利用しやすい施設の促進を
めざし、その建築基準等を示した法律。1994年に施行されました。
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車椅子使用者用駐車場・歩行者通路は、ドライ

バーへ呼びかけの意味もこめて大きくハッキ

リと表示しています。

■このページの写真はダイヤモンドシティ・ハナ（京都市）で撮影しました。 右のポスターは

従業員教育用に

活用しています。

厚生労働省ポスター

提供
特定非営利活動法人
日本介助犬アカデミー



植樹を通じたコミュニティづくり

店舗から地域・地球へとつながるイオンと「環境」

将来への夢・地域への想いを育みます。

イオン ふるさとの森づくりマップ （2004年2月20日現在）

累計植樹本数のグラフ（単位：本）

10万本 1万本

北海道エリア
163,930本

東北エリア
915,537本

関東エリア
557,334本

中部エリア
1,213,274本

四国エリア
148,043本

九州・
沖縄エリア
453,151本

関西エリア
479,733本中国エリア

328,250本

北陸エリア
327,263本

海外：タイ・マレーシア・中国
301,214本

リフォームスタジオ（株）　マジックミシン
ダイヤモンドシティ・ハナ五条店 店長

鈴 木 義 明

（株）ダイヤモンドシティ
 SC営業部

松 本 智 幸

◎
自
宅
で
も

菜
園
や
庭
い
じ
り
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
お
客
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
行
う
今
回
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
は
、地
元
の
方
々
も
参
加
し
て
の
店
づ

く
り
と
い
う
感
じ
が
し
て
、い
っ
そ
う
楽
し
い
で
す
ね
。

私
は
主
に
苗
の
準
備
を
し
て
お
渡
し
す
る
役
だ
っ
た

の
で
す
が
、お
客
さ
ま
は
そ
れ
ぞ
れ
、苗
を
ご
自
分
で

植
え
た
位
置
を
覚
え
て
お
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
様
子

で
し
た
。
店
の
オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
、皆
さ
ん
に
は
思

い
出
も
植
え
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、と
て
も
心
に

残
る 

一 

日
で
し
た
。

◎
販
促
担
当
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、正
直
い
っ
て
最
初

は
「
環
境
を
か
ら
め
た
集
客
企
画
の 

一 

つ
」
程
度
に

考
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
参
加
し
て
皆

さ
ん
の
イ
キ
イ
キ
し
た
表
情
を
み
た
ら
、こ
の
木
々

が
育
っ
て
い
く
の
は
何
と
う
れ
し
い
こ
と
だ
ろ
う
、と
。

お
子
さ
ま
が
幸
せ
な
顔
を
し
て
い
る
と
親
ご
さ
ん
も

幸
せ
そ
う
で
す
し
、自
分
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま

す
。
そ
う
し
て
こ
の
店
も
、十
年
く
ら
い
か
け

て
地
域
に
シ
ッ
カ
リ
根
づ
い
て
…
。こ
の
体
験

を
自
分
の
子
ど
も
に
話
せ
る
と
き
が
、早
く

こ
な
い
か
と
楽
し
み
で
す
。

「木を植えた」喜びも、地域の皆さんと育んでいきます。

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2,242,997

2,778,163

3,288,774

4,026,180

4,257,126

4,573,743

4,887,729



お客さまとイオンを結ぶ活動

もっと地域と、お客さまの中へ。

さまざまな支援を、子どもたちの活動に活かしています。

◎「イオン・クリーンロード」活動を151カ所で実施

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

1％

お買い物をしたあと、精算
時にレジで黄色いレシー
トを受け取ります。

黄色いレシートを投函ＢＯ
Ｘへ。ＢＯＸは地域のボラ
ンティア団体ごとに仕切
られ、活動内容が記され
ています。応援したい団
体のＢＯＸにレシートを入
れます。

集まった黄色いレシートは
団体ごとに集計され、合
計金額が算出されます。

合計金額の１％にあたる
品物を該当団体に贈呈。
黄色いレシートの合計が
100万円だった場合は、１
万円の品物が贈られます。

北海道　9カ所　

東北　37カ所　

関東　16カ所　

中国　15カ所　

四国　1カ所　

九州　14カ所　

沖縄
11カ所　

北陸
7カ所　

近畿
13カ所　

中部
28カ所　

特定非営利活動法人
松阪子どもＮＰＯセンター　理事長 

釜谷恵子（かまや・けいこ）さん

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、子
ど
も
た
ち

が
生
き
る
力
を
つ
か
む
た
め
の

生
活
体
験
や
鑑
賞
体
験
の
機
会

を
提
供
し
た
り
、子
ど
も
の
社

会
参
画
の
機
会
と
し
て
の
Ｍ
Ｉ

Ｅ（
み
え
）チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
※

に
参
加
す
る
な
ど
、す
べ
て
の
子
ど
も
を
視
野
に
入
れ

た
公
益
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、現
在
の

社
会
情
勢
を
ふ
ま
え
て
、子
育
て
支
援
事
業
も
実
施
し

て
い
ま
す
。各
企
業
さ
ま
か
ら
の
支
援
は
た
い
へ
ん
に
あ

り
が
た
く
、「
イ
オ
ン 

幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」で
い
た
だ
く
コ
ピ
ー
用
紙
は
、広
報
活
動
の
た

め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

※
十
八
歳
以
下
の
人
な
ら
誰
で
も
か
け
ら
れ
る
子
ど

も
専
用
電
話
。
悩
み
事
で
も
相
談
で
も
、話
の
内
容
は

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
。
電
話
に
出
る
の
は
高
校
生
か
ら
二
五

歳
く
ら
い
ま
で
の
ユ
ー
ス（
青
少
年
）で
す
。

ジャスコ蒲郡店の小松店長（左）より塩津小学校の小幡教頭
にティッシュ、ゴミ袋等の商品7,200円分を贈呈しました。    

2003年８月、大滝峡青少年旅行村で実施した「高学年キャン
プ」の１コマ。恒例の「料理コンテスト」優勝をめざして、慣れ
ない料理づくりにチャレンジ。他にもスポーツやきもだめしなど、
楽しい３泊４日を過ごしました。

※「ボランティア・サポート・プログラム」は国土交通省の
各地方整備局ごとに清掃場所を登録しています。

※上期・下期ののべ団体数



お客さまとともに行う体験活動

次代を担う子どもたちに、

　      自然との触れあいを楽しんでほしい。

ミニストップ（株）商品本部米飯・麺・パン商品部部長
竹 本 竜 治

大切な子どもたちのために。　

８月６日、秋田県仙南村において実施。気温

30℃以上という暑さのなか、総勢46名の調査

隊がカエル、サカナなどを探索しました。

前年の春に植樹した「イオンこどもエコクラブ

の森」で、育っていない苗木の植え替え作業

などを実施。大いに自然を満喫しました。

イオン（株）ジャスコ清水店

子どもたちに秋田の自然を知ってもらいたい。

そんな目的から紅葉まっ盛りの10月に開催。も

みじ狩りやどんぐり拾いを楽しみました。

マックスバリュ東北（株）

イオン「こどもエコクラブ」と「花と緑の農芸財団」

が共催。32名の子どもたちが、自然食古代米・

黒米の田植えと稲刈りを行いました。

イオン（株）関東カンパニーから5店舗
ジャスコ千葉ニュータウン店・ジャスコイオン成田店
ジャスコ成田店・ジャスコ鎌取店・ジャスコ高根木戸店

11月23日、那覇市環境保全課のご協力をいた

だき、全23名が参加。双眼鏡を片手に水鳥湿

地センターの鳥たちを観察しました。

琉球ジャスコ（株）ジャスコ那覇店 マックスバリュ北海道（株）

鮭が遡上する時期に合わせて、琴似発寒川で

“鮭ウォッチング”を開催。多くの子どもたちが、

大自然との触れあいを楽しみました。

「玉島川をシャケの住める川にしよう」をキャッ

チフレーズに川の清掃を行いました。川底のゴ

ミもていねいに拾い上げました。

イオン九州（株）ジャスコ唐津店

水力発電所を訪ねて、水の流れから電気が生

まれるまでの仕組みを学習。木炭電池の実験を、

目を輝かせながら見つめていました。

イオン（株）ジャスコ鳥取店

収獲体験ツアー／親子
そろってキャベツや大根
の収獲に挑戦。

食育体験学習会／包丁を使わない安全な調理法で野菜
サラダを作り、地元で採れた旬の野菜のおいしさを堪能。

＊詳しくは「ミニストップ環境社会報告書2004」の20ページで紹介しています。

全国のこどもエコクラブの１年間の活動は「壁新聞」にまとめられ、都道府県からそれぞれ代表1ク
ラブが選ばれます。2003年度は、イオンこどもエコクラブ下田店し～もちゃんクラブ、イオン東根こ
どもエコクラブ、イオン安岡こどもエコクラブ、イオンパークプレイス大分店こどもエコクラブの４クラ
ブが選出され、環境省主催の「こどもエコクラブ全国フェスティバルinせんだい」に招待されました。

レッツ ファイブ・ア・デイの店
頭風景。

お
弁
当
や
お
に
ぎ

り
に
使
わ
れ
て
い
る
減
農
薬
栽
培
米
の
良
さ
を
、

加
盟
店
の
方
々
に
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
ん
な
目
的
か
ら
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ（
株
）で
は
、毎

年
「
減
農
薬
栽
培
米
ツ
ア
ー
」
と
い
う
も
の
を
実

施
。
今
年
で
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。

二
〇
〇
三
年
度
も
契
約
農
家
の
方
々
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
き
、五
回
の
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
作
業
を
通
し
て
生
産

者
の
苦
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
、参
加
者
か

ら
も
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、生

産
農
家
の
方
々
か
ら
も
「
お
店
で
売
っ
て
い
る
人

の
声
を
聞
く
こ
と
で
、作
り
甲
斐
が
出
る
」
と
喜

ば
れ
て
お
り
、双
方
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
品

質
向
上
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
ツ
ア
ー
は
お
子
さ
ま
同
伴
の
家
族

参
加
が
基
本
で
、子
ど
も
た
ち
に
自
然
と
の
触
れ

あ
い
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
重
要
な
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
応
募
対
象
を

一
般
の
お
客
さ
ま
に
も

拡
大
。
よ
り
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
、自
然

か
ら
学
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ちょっと緊張した表情で、江島・下関市長から激励を受け
るイオン安岡こどもエコクラブのメンバーたち。

選ばれた
4クラブの
壁新聞

イオン（株）ジャスコ土崎港店



店舗から始まる環境保全活動

消 費 者 、N P O 、販 売 店 、行 政 、農 業 生 産 者 で

　       環 境 配 慮 型 販 売 シ ス テ ム へ ル ー ル づくり。

環境配慮型販売システム研究会代表
京都大学大学院教授（環境経済学）

植 田 和弘さん

大切な資源を守るために。 環境に配慮した農産物循環システムへの取り組み

容器別リサイクル回収量（イオン（株）の場合）

リサイクル材料を活用した商品（例）
（店頭回収原料を有効利用）

省資源効果（イオン（株）の場合）

具体的なレジ袋削減の取り組み

方向性の提示

通い箱出荷・生産情報付加等

参画 参画

販売

買物袋持参・容器返却等

環境配慮型販売店

●農産物等の情報伝達（エコラベル）

●付加包装の少ない販売形態の導入

●販売管理（サービス）の見直し

●販売活動に伴うゴミの減量

販売容器返却受付

環境配慮型販売システム研究会

市民環境グループ

消費者グループ

農業者団体

販売者

ゴミ・環境等の行政担当者

学識経験者　など

農産物生産者

●農産物供給
　形態の見直し

消費者

●環境配慮マナー

環
境
配
慮

型
販
売
を
実
現
す
る
に
は
、販
売
店
だ

け
が
変
わ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。生
産
者
は
、環
境
に
配
慮
し
た
農
産

物
の
生
産
を
行
う
。
環
境
配
慮
情
報
を
生
産
物
に

つ
け
て
流
通
に
出
荷
す
る
。
消
費
者
は
そ
の
情
報

を
も
と
に
、そ
の
農
産
物
が
環
境
に
も
自
分
の
健

康
に
も
い
い
と
評
価
し
て
購
入
、農
家
を
支
え
る
。

こ
う
し
た
循
環
が
回
る
た
め
に
は
、ど
ん
な
情
報

を
ど
ん
な
方
法
で
提
供
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
れ

に
は
、関
係
す
る
市
民
、消
費
者
、農
家
、環
境
グ

ル
ー
プ
、行
政
、販
売
店
、大
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
が
、情
報
や
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
環
境
配
慮
型
販
売
シ
ス
テ
ム
研
究
会

で
は
、こ
れ
ら
の
主
体
が
参
加
し
、具
体
的
な
環
境

配
慮
の
取
り
組
み
方
法
や
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
た

う
え
で
、ジ
ャ
ス
コ
東
山
二
条
店
に
協
力
を
い
た
だ

き
、具
体
的
に
実
践
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
メ
ニ
ュ

ー
を
改
良
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
過
去
三
年
間
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。

生
産
、流
通
、消
費
、行
政
の
各
者
が
集
ま
り
、社
会

的
協
議
を
行
い
、実
際
に
店
舗
や
農
業
生
産
の
場

で
社
会
実
験
す
る
、そ
こ
か
ら
循
環
型
社
会
へ
の

ル
ー
ル
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

堆肥
活用

年　度 回収量（ｔ） 実施店舗数 年　度 回収量（ｔ） 実施店舗数 

年　度 回収量（ｔ） 実施店舗数 年　度 回収量（ｔ） 実施店舗数 

お客さま自身に買物袋を持参していただくことに
より、レジ袋の使用量を削減する。

関連商品として、マイバッグ、マイバスケットを販売する。

適量のレジ袋をお渡しすることにより、レジ袋の
使用量を削減する。

レジ袋そのものを10～20％程度軽量化する。

1

2

3

4

年間
（1店舗あたり）

171,913本

年間
（1店舗あたり）

249,221本

年間
（1店舗あたり）

176,774本

年間
（1店舗あたり）

472,615枚

紙パック（牛乳パック） 年度別リサイクル回収量 アルミ缶 年度別リサイクル回収量

食品トレイ 年度別リサイクル回収量 PETボトル 年度別リサイクル回収量

計算式／APME （欧州プラスチック製造
協会）の試算では、レジ袋1,000枚作るた
めに必要な消費エネルギーを石油換算す
ると、32kgとなります。2003年度削減枚数
74,638,784枚×0.032kg＝2,388,441kg
石油1kg＝1.08l（通商産業調査会「エネ
ルギー未来からの警鐘」から引用）と
すると、2003年度の石油削減量は
2,388,441kg×1.08l＝2,579,516l
2,579,516 l÷200 l＝12,897.58 本分

回収アルミ缶を100%利用してい
ます

全面型3 口
ガスレンジ用マット

店頭回収した牛乳パックを30%、
古紙を70%使用しています

トイレットペーパー
芯なしタイプ

石油ドラム缶（200l）約12,897本分の節約です。

買物袋持参率とレジ袋削減推移（イオン（株）の場合）
 レジ袋削減枚数  店舗数

 買物袋持参率

1998年度 1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度

（店）

（％）

（万枚）

紙パック（牛乳パック）1,000ml １本＝30ｇ　アルミ缶（350ml）１本＝15ｇ　食品トレイ １枚＝5ｇ　PETボトル（500ml）１本＝50ｇ
として換算しました。

※累計期間　2001年6月1日～2004年2月20日



店舗から始まる環境保全活動 

味の追求とゴミ減量の両立が課題。 

　　               まだまだ道は半ばです。 
飲
食
店
に
と
っ
て
は 

調
理
時
間
の
短
縮
が
重
要
テ
ー
マ
で
す
が
、こ
れ

は
ゴ
ミ
の
減
量
に
も
つ
な
が
る
ん
で
す
。
私
た
ち

の
例
で
い
う
と
、野
菜
を
厨
房
で
切
っ
て
調
理
し
て

い
る
と
時
間
が
か
か
る
う
え
、年
一
五
ト
ン
も
の
端

材
が
出
る
。こ
れ
が
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
の
カ
ッ

ト
野
菜
導
入
で
、約
四
五
〇
キ
ロ
も
減
ら
せ
た
ん

で
す
。ソ
ー
ス
類
も
個
分
け
で
ず
い
ぶ
ん
ム
ダ
を

少
な
く
で
き
ま
し
た
。
カ
ツ
な
ど
の
揚
げ
も
の
で

は
、フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
油
の
濾
過
器
を
取
り
つ
け
、使

う
油
の
量
を
抑
え
る
試
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
仕

込
み
用
の
段
ボ
ー
ル
は
繰
り
返
し
使
え
る
リ
タ
ー

ナ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
に
代
え
、年
間
約
四
〇
万
箱
も

減
量
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
に
も
意
識
と
し
て
浸

透
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
若
い
ア
ル
バ
イ
ト
さ
ん

た
ち
は
「
家
で
教
わ
ら
な
い
こ
と
を
教
わ
る
」
と

新
鮮
に
受
け
と
め
て
く
れ
ま
す
し
、逆
に
主
婦
パ

ー
ト
の
方
々
は
皆
さ
ん
我
が
家
流
の
裏
ワ
ザ
を
お

持
ち
で
、店
の
ほ
う
が
「
そ
の
ア
イ
デ
ア
、い
た
だ

き
！
」と
い
う
こ
と
も
。 

二
〇
〇
三
年
度
は
ジ
ャ
ッ
ク(

株)

と
合
併
し
た
こ

と
で
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
資
材
の
削
減
と
い
う
新
た

な
課
題
が
生
ま
れ
ま
し
た
。ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
デ
リ
カ
部
門
な
ど
で
事
例
を
勉
強
し
、さ
ら
な

る
ゴ
ミ
の
減
量
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
株式会社グルメドール CS部 統括マネジャー 
関 谷 義 道  

CO2排出量とゴミの削減。 

 
電気　1,849,604,187kWh 

（うち自家発電610,063,923kWh） 
 

エネルギー 
都市ガス　29,626,146m3 
ＬＰＧ　3,092,641m3 
重油　141,678kl 
軽油　14kl 

ガソリン　154kl 
灯油　687kl 

 

 

 

水道 
9,402,320m3 

 

 

 

 

 

包装材 
レジ袋5,664,803kg  

包装紙、紙袋1,564,600kg  
進物箱354,558kg 

 
 

 

 

 

その他の資材 
チラシ8,999,157ｋｇ 
OA 用紙777,451ｋｇ 

 
 
 

アウトプット 
 

廃棄物 

 

大気中 
に排出 
 

お客さま 

 商品 

 

店舗 

 

商品 

 

物流センター 

 

商品 お取引先さま 再生メーカー 

廃棄物 
95,051t 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

インプット 
 

エネルギー 
事務用品 

電気6,894,180kWh 
水道42,704m3 

OA 用紙111,496kg 
 
 

アウトプット 
容器包装 

 

店頭回収 
ボックス 
 

分別回収 
ボックス 
 

廃棄 

廃棄 

廃棄 

リサイクル 

リサイクル 
回収量 

アルミ缶  1,200t 
食品トレイ  768t 

紙パック（牛乳パック）  1,946t 
PETボトル  1,644t 

 
 

事業活動における環境影響 
イオン（株）の場合 

事業活動における環境負荷 

リサイクル 
回収による 
CO2 削減量 
21,442t-CO2  
 

植樹による 
CO2 吸収量 
1,179t-CO2 
 
 

イオン本社ビル 
（イオンタワー）分 

 

アウトプット 
CO2 排出量 
39,623t‐CO2 

大気汚染物質排出量 
NOx　274t 
廃棄物 
ダンボール 

 
 

アウトプット 

インプット 

リサイクル 

CO2排出源内訳（単位：t-CO2）イオン（株）の場合 

廃棄物削減フロー（イオン（株）の場合） 

製造メーカー・物流 Reduce

ダンボールなどの 
包装材による納品 

ハンガー納品 

「家電リサイクル法」対象商品＊は回収後、 
製造メーカーへ 

リターナブルビンの販売 リターナブルコンテナによる納品 

個別包装後販売調理加工 

発泡スチロール 
減容機で処理 

樹脂メーカーで 
Recycle

製紙メーカーで 
Recycle

製造メーカーで 
Recycle

製造メーカーで 
Recycle

製造メーカーで 
Recycle

ビデオテープケース 
/家庭雑貨 ダンボール 各原材料で活用 土壌改良材を 

再利用 せっけん/飼料/肥料 ペンケース/ 
定規などの文具 

ダンボール 
100%回収 

家電製品 
ロングライフ化を推進 
・家電製品５ 年間保証 
・家電修理コーナー 

廃油 
100%回収 

生ゴミ 
生ゴミ処理機で 
土壌改良材を作成 

食品トレイなどの容器 
お客さまとともに回収 

販売 はかり売り・バラ売り 

ゴミになるものをできるだけ持ちこまない 

店舗 

＊テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、冷凍庫 

ハンガーをReuse リターナブル 
ビンをReuse

リターナブル 
コンテナをReuse

※店舗運営における廃棄物実態調査の報告が、下記ホームページに掲載されています。 

他燃料 
（灯油、ガソリン、軽油）：2,941 
（0.3 ％） 

LPG ：7,422 
（0.8 ％） 

買電：461,705 
（48.5 ％） 

重油：417,017 
（43.9 ％） 

他燃料 
（灯油、ガソリン、軽油）：2,139 
（0.2 ％） 

LPG ：9,300 
（1.0 ％） 

買電：475,983 
（51.0 ％） 

重油：382,247 
（40.9 ％） 

都市ガス：58,986 
（6.3 ％） 

上水：5,519 
（0.6％） 

2003年度 
934,174

2002 年度 
950,903

都市ガス：57,216 
（6.0 ％） 

上水：4,582 
（0.5％） インプット 

 
アウトプット 

 

インプット 

エネルギー 
軽油　14,992kl 

 
 
 

※紙パック（牛乳パック）1,946tには 
　店舗排出分（275t）を含みます。 
 

CO2 排出量 
934,174t-CO2 

 
 

リサイクル 
生ゴミリサイクル 
発泡スチロール減容 
廃油リサイクル 
ダンボール 

 

排出物 
227,111t 
 



企業市民としての社会貢献活動

イオン １ ％クラブ イオンの募金活動

トキの棲みかとしての森の復活を祈って、約２,０００本の木を植樹しました。

イオンクレジットサービス（株）
新潟支店

赤間実香

イオンクレジットサービス（株）
立川営業所 

池崎一也
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今
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崩
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う
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れ
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◎
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分
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大
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が
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に
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。
担
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画
に
と
ど
ま
ら
ず
一
人
で
一
五
本
く
ら
い
の

苗
木
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
て
、と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ト
キ
は
日
本
に
と
っ
て
、

そ
し
て
地
元
に
と
っ
て
も
大
切
な
鳥
で
す
。

こ
の
森
に
ト
キ
が
棲
み
つ
い
て
く
れ
れ
ば
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。

◆2003年度の主な募金活動

 5,578万9,478円  １億1,178万9,478円 財団法人 日本ユニセフ協会

 1,028万6,742円  2,128万6,742円 

 635万2,000円  635万2,000円 日本赤十字社北海道支部

 907万7,666円  1,907万7,666円

 5,707万9,597円  １億1,207万9,597円

新潟県トキ保護募金
推進委員会

ジャパン・プラットホーム

活動名称（参加企業数）・活動期間 お客さまと従業員からの募金額 イオンからの寄付金額 総額 贈呈先

◆2003年度の継続的な募金活動

 541万6,250円  社会福祉法人　中央共同募金会  

 1,851万6,419円  全国盲導犬施設連合会

 420万1,993円 

合計 1億3,858万5,483円 1億3,200万円 2億7,058万5,483円

活動名称（参加企業数）・活動期間 2003年度募金額 累計募金額（累計期間） 贈呈先

知床 森の再生植樹活動／2003年10月、100人以上のボラ
ンティアが参加して約1,000本の広葉樹を植樹しました。

岐阜・山火事跡地 森の再生・植樹活動／早期の森再生を
願い、行政と地域住民が中心となった植樹活動を行いました。

エコロジーミュージカル／大きな声で歌い、踊る、お魚役の子
どもたち。その一生懸命な演技に、会場からは大きな拍手が
沸き起こりました。

佐渡 トキの森づくり／トキのねぐらとなる森づくりを展開。数
年後には、トキの野生復帰が計画されています。

「ドイツに学ぶエコライフ」ツアー／環境に配慮した施設の説
明をするエコ・ファームの主人。子どもたちは、改めて環境の
大切さを学びました。

理事長の岡田卓也より野呂・
三重県知事へ、クロード・モ
ネの油彩画『橋から見たア
ルジャントュイユの泊地』を
寄贈。

カンボジア学校建設支援」募金（59社）
2003/4/21～2003/6/22 

「地球温暖化防止キャンペーン」募金（35社）
2003/6/26～2003/9/7　

「平成15年十勝沖地震被害義援金」（2社）
2003/10/11～2003/10/12　　

5,600万円
（イオン１％クラブ寄付）

1,100万円
（イオン１％クラブ寄付）

「トキに森を返そう！」キャンペーン募金（39社）
2003/11/28～2003/12/25　　　　　　

イラン大地震「被災者緊急支援」募金（52社）
2003/12/30～2004/1/12　　　　　　　

1,000万円
（イオン環境財団寄付） 

5,500万円
（イオン１％クラブ寄付） 

赤い羽根共同募金
2003/10/1～2003/10/31

盲導犬育成支援募金（17社）
2003/9/21～2003/11/20

白血病患者支援募金
2004/1/21～2004/2/20　　

昨年10月、「佐渡 トキの森づくり」植樹活動が実施されました。全部で188名のボランティアが参加。

アカマツを中心にミズナラ、オオヤマザクラなどの苗木を植樹しました。

「カンボジア学校建設」への支援／当初の計画を大幅に上
回る149校の学校を建設。約８万人の子どもたちが、学校へ
通えるようになりました。

財団法人 岡田文化財団

マイカルでの募金風景

財団法人 イオン環境財団

特定非営利活動法人
全国骨髄バンク推進連絡協議会

財団法人 世界自然保護基金
（WWF）ジャパン

1億1,585万3,014円
（1983年度～2003年度）

1億4,824万1,485円
（1989年度～2003年度）

1,643万6,366円
（2000年度～2003年度）



私たちイオンは、「お客さまを原 点に平 和を追 求し、

人 間を尊 重し、地 域 社 会に貢 献する」というグループ理 念のもと、

企 業 市 民としての 社 会 的 責 任を果たすため、

社 会 貢 献 活 動と環 境 保 全 活 動を積 極 的に推 進していきます。

同 時に私たちは、これらの 活 動が地 域に根ざしたものであると認 識し、

地 域の 方々との パートナーシップを育み、循 環 型 社 会の 構 築を目指します。

ＩＳＯ（14001、9000シリーズ）認証取得企業一覧

環境マネジメント組織
＜イオン（株）の場合＞

イオン環境理念

イオン株式会社　環境方針

イオン環境マネジメント推進体制について

社名  規格 

イオン（株） ＩＳＯ14001

青島永旺東泰商業有限公司 ISO9001

マックスバリュ東北（株） ＩＳＯ14001

（株）品質管理センター ＩＳＯ9002

 チェルト（株） ＩＳＯ14001

（株）フードサプライジャスコ ＩＳＯ14001

 マックスバリュ西日本（株） ＩＳＯ14001

（株）ダイヤモンドシティ ＩＳＯ14001 

マックスバリュ中部（株） ＩＳＯ14001、ISO9001 

アイク（株） ＩＳＯ14001  

社名  規格

イオンモール（株） ＩＳＯ14001

イオン九州（株） ＩＳＯ14001

イオンクレジットサービス（株） ＩＳＯ14001、ISO9001

琉球ジャスコ（株） ＩＳＯ14001

（株）イオンテクノサービス ISO9002、ISO14001

マックスバリュ北海道(株)   ISO14001

マックスバリュ九州(株) ISO14001

ミニストップ(株)  ISO14001

ローラアシュレイジャパン(株) ISO14001

イオンでは、環境保全活動を重要な経営課題と位置づけ、事業活動と環境保全活

動を一体化した環境マネジメント活動を推進しています。環境マネジメントシステム

の国際規格であるISO14001の認証を取得した企業は、2004年2月20日現在で17

社となりました。各社では社長を筆頭としたマネジメント体制を構築し、環境問題を

審議する「環境委員会」等を設置。業種・業態に応じた課題を設定し、環境負荷削

減に取り組んでいます。またイオン（株）の環境委員会決定事項はイオンの方針とし

てグループ全体が共有する仕組みとなっています。目標や理念、仕組みを共有する

一方で、各社の独自性も尊重した環境保全活動を推進していきます。

グループ全体での環境マネジメント推進をめざしています。

イオン株式会社は、「お客さま第一」を基本に、
小売業としてお客さまに安全で安心して
ご利用いただける商品・サービスの提供、店舗づくりを通じて、
豊かなくらしと地球環境保全の両立を目指し、
循環型社会の構築に寄与していきます。
また、地域社会の一員として、未来を担うこどもたちへの
環境教育と実践を通じて、健やかな成長を支えます。

1.環境マネジメントシステムにより、
事業における汚染の予防に取組むとともに、
より少ない環境負荷でより大きな価値を生み出せるような
仕事の仕組みをつくり、環境効率を向上させます。

また、この活動は定期的に見直しを行い、継続的改善を進めます。

1環境に配慮した商品・サービスの提供、店舗づくりに取組みます。
2省エネルギー・省資源を推進します。
3リデュース・リユース・リサイクルを推進し、廃棄物を削減します。

　排出するものについては、適正処理を行います。
4地球温暖化防止のために、CO2の排出量を削減します。
5グリーン購入を推進し、環境負荷の少ないものを使用・購入するよう努めます。
6 地域のお客さまとともに、植樹活動に取組みます。

2.環境保全に関連するコンプライアンス（法令遵守）を約束し、
受け入れを決めた要求事項を遵守します。
3.この方針を全従業員に周知徹底し、
一人ひとりが自らの果たすべき役割を自覚して行動します。

4.この方針は広く公開します。
そして、全ての人々との積極的な
環境コミュニケーション活動によって
パートナーシップを育み、ともに環境保全活動を推進します。

取締役兼代表執行役社長

取締役兼執行役副社長
（環境総括責任者）

（株）イオンテクノサービス
チェルト（株）
イオンモール（株）

最高経営者

環境総括責任者

環境管理責任者

ISO 内部監査

「CO2 削減活動」「省資源・廃棄
物削減」などの重要課題につい
ては環境委員会の調査・立案機
関として、ワーキンググループを組
織。各社ごとに環境委員会が設
けられ推進体制を確立しています。

環境委員会

環境ワーキンググループ

協力会社 同友店

営業
（カンパニー・事業本部・専門事業部）

店舗

イオン環境財団

イオン1 %クラブ

SC事業本部

店舗駐在施設管理会社

本社総務部

イオンタワー

本社

本社各部署

2003年8月21日

（ISO認証取得順）

2004年2月20日現在

2004年2月20日現在



環境会計をご報告します

2003年度環境会計の算定基準

環境保全コストの計上基準 経済効果の計上基準1記載されている数値は、イオン（株）、琉球ジ
ャスコ（株）、マックスバリュ北海道（株）マックス
バリュ東北（株）、マックスバリュ中部（株）、マッ
クスバリュ西日本（株）の6社の合算の数値です。

26社個別の数値は、ホームページで確認する
ことができます。

3環境マネジメントシステムの一環として機能
させるため、「ISO14001」の環境目標に沿
って項目を整理しました。

4貨幣効果は、実質的な経済効果のみにとどめ、
リスク回避効果などのみなし効果は算出し
ていません。

1複合コスト

2人件費

3投資

4減価償却費

 2003年度環境会計の特徴

1本年度は6社の集計を報告していますが、今
後はさらに参加公表企業をグループ内で拡
大していきます。

今後の方向性

集計期間:2003年2月21日から2004年2 月20日の1年間 
集計範囲：イオン（株）、琉球ジャスコ（株）、マックスバリュ北海道（株）マックスバリュ東北（株）、マックスバリュ中部（株）、マックスバリュ西日本（株） 単位100万円

5環境保全型
　商品および
　「ＳＥＬＦ＋ＳＥＲＶＩ ＣＥ 」
　の開発費

環境目的以外のコストと結合した複合コストは下記の優先順位
で算出しています。1.差額の集計、2.按分集計（合理的な考え
に基づき複合コストを支出目的により按分）、3.簡便法によ
る集計（人件費項目で採用）、4.特記つき全額計上

期中に投資した環境負荷低減の関連機器の
年間電気使用量の削減効果（推定）を計上
しています。

期中に投資した節水関連機器の年間水資源
使用量の削減効果（推定）を計上しています。

リターナブルコンテナおよびリユースハンガー納品の納入
数より削減ダンボール重量（kg）を計算し、削減金額を算
出しています。（一般廃棄物処理料金14.4 円/kg ）

（スタンプカード回収枚数×20 ×1回あたりの
使用枚数×レジ袋1 枚あたり単価）
（買物袋持参率＝スタンプカード回収枚数×
20／食品レジ通過客数）

環境保全型商品の開発担当者（環境商品開発にかかわる比率に乗じて
按分計上）の人件費と商品モニター経費、および商品パッケージデザイ
ン費が含まれています。「SELF ＋SERVICE 」の開発費としては本部
スタッフの人件費とデザインコンサルタントフィーが含まれています。

店頭リサイクル活動によって回収した有価物
（牛乳パック、アルミ缶）の売却収入額を計上
しました。

環境保全活動に直接関与する部署（環境社会貢献、
ISO 推進担当）の人件費を計上しています。
（担当者が兼務の場合は50%計上）

期中に発生した環境負荷低減の関連機器および施設
への投資額（リース契約の場合は取得価格）で
計上しています。

過去の資産台帳からの集計作業の困難さや減価償却
累計額の取扱い方法の未確定等の問題により、
当年度は減価償却額は計上していません。

1省エネルギー対策に
　よる削減効果1複合コスト

2人件費

3投資

4減価償却費

2節水対策による
　削減効果

5店頭リサイクル活動
　 による収入

3レジ袋使用量削減に
　よる効果および薄肉
　化による効果

4リターナブルコンテナおよ
　びリユースハンガー納品
　によるダンボール削減効果

環境に配慮した
商品の提供

省エネルギー/
省資源の取り組み

廃棄物の削減と
再資源化への取り組み

グリーン購入

植樹活動

法規制の遵守

公害防止のための自主的取組み

地域密着型の環境コミュニケーション活動

環境保全活動の維持管理コスト

環境損傷の修復コスト

コスト総合計

環境保全型商品の開発･販売

「トップバリュ グリーンアイ」の開発･販売

「ＳＥＬＦ＋ＳＥＲＶＩＣＥ」の展開

 小計

電気使用量の削減

水道使用量の削減

コピー用紙、ＯＡ用紙の使用量削減

 買物袋持参率の向上

 レジ袋使用量の削減

 物流システムの効率化

 小計

廃棄物の分別化推進

 

店舗から排出するダンボールの削減

 

店頭リサイクル活動の推進

 

グリーン購入基準の策定、実施

 ｢イオン ふるさとの森づくり」の継続実施

環境保全型商品｢トップバリュ 共環宣言」の開発・販売拡大

「トップバリュ グリーンアイ」の開発・販売拡大、契約産地の拡大

「ＳＥＬＦ＋ＳＥＲＶＩＣＥ」の展開

省エネルギー設備の導入

節水装置、雨水活用システムの導入

Ｅメールの活用、両面コピーの推進

買物袋持参運動、マイバッグ、マイバスケット運動の推進強化

包装用ポリ袋の厚み変更による減量化

配送ルートの効率化、配送便の削減と積載効率の向上

生ゴミ処理機導入によるリサイクル化の推進

発泡スチロール減容機導入によるリサイクル化の推進

蛍光管リサイクルコスト

 小計

リターナブルコンテナの活用によるダンボール使用量の削減

リユースハンガー納品によるダンボール使用量の削減

 小計

店頭リサイクル活動の推進 

小計

グリーン購入基準を策定、実施

地域のお客さまと｢イオン ふるさとの森づくり」の実施

ばい煙測定・水質検査の実施、容器包装リサイクル法への対応

事業系一般廃棄物の適正処理

産業廃棄物処理のマニフェストによる適正処理

小計

公害（大気･水質・土壌汚染・地盤沈下・悪臭･光害）防止のための自主的取組みの実施

自然保護・美化・景観保持活動

地域のお客さまとの環境支援活動

環境情報の公開

環境保護団体への寄付、支援活動

小計

従業員への環境教育

環境マネジメントシステムの維持管理

環境保全対策組織の人件費

小計

土壌汚染、自然破壊への対応

2003年度イオン環境会計                                                                                                                                                                                                   2003.2.21～2004.2.20

2003年度の目的・目標  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り組み内容
投資金額

0

0

0

0

233

87

0

0

0

0

321

35

4

0

39

90

0

90

8

137

0

7

0

0

9

9

593

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,067

経済効果

0

0

0

0

42

20

0

211

0

7

280

4

18

0

22

260

0

260

68

350

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

630

経費金額

0

45

126

171

0

0

0

270

0

2

272

0

0

12

12

0

0

0

569

580

2

229

761

4,686

1,226

6,673

427

44

56

663

121

885

8

26

141

175

7

9,422

P19

P19～P21

P22

P36

P36

P38～P39

P38～P39

P38～P39

P36

P31

P38～39

P32～33

P34～35

P32

掲載
ページ

環境保全コスト



環境管理責任者
常務執行役

人事担当兼総務担当兼環境担当

 林　直樹

ＩＳＯ14 0 0 1の目標と実績をご報告します

イオン（株）の目標と実績 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◎＝達成できました　△＝達成できませんでしたが努力を続けています

※2003年度の目標と実績数値については同規模対比で管理しています。

2003年度
 環境方針 環境目的（2005年度に達成する）  　　　　　　　　　　　　　　　　

目標 結果 超過率 評価

1.環境に配慮した商品の
　提供に努めます

2.省エネ、省資源、廃棄物
　削減に取り組みます

3.循環型社会形成に向け、
　リユース・リサイクル・
　グリーン購入に
　取り組みます

4.地球温暖化防止のために、
　CO2の排出を削減します

5.地域のお客さまとともに
　植樹活動に取り組みます

6.コンプライアンス（法令遵守）
　を約束し、受入れを決めた
　要求事項を遵守します

環境保全型商品の
売上構成比3.0％の達成

電気使用量を原単位で
2002年度対比5％削減

プラ包装資材・紙包装資材を
重量ベースで2002年度対比2％削減

買物袋持参率30％の実現

生ゴミリサイクル率30％の達成 （5）生ゴミリサイクル率25％の達成 26％ 104.0% ◎ 

グリーン調達の品目数の増大

エコストア基準の設定

グリーン購入のさらなる拡大

紙排出量を2002年度対比20％削減

  （1）地球温暖化対策ビジョンを作成する グループ２２社の排出量把握  △

イオン ふるさとの森づくり継続実施 （１）30カ所、33万本の植樹を実施する 20.3万本の植樹を実施 61.5% △

土壌汚染を発生させない体制の確立 （1）方針の策定および施策の決定と実施、検証のプロセスを確立   ◎

廃棄売価変更の額を
2002年度対比20％削減

各カンパニー、マックスバリュ、メガマートの
モデル店舗（6店舗）でゴミの計量・分別
を実現し、全店舗に向けた準備を進める

水産用リターナブルコンテナを導入し、
廃発泡スチロールの排出を抑制する

全事業所（本社・カンパニー・店舗）で
紙のリサイクルの実施 

ＣＯ2排出量を原単位で
2002年度対比5％削減

配送車両をディーゼル規制
対応車へ100％切り替える

トップバリュ商品の
プラ容器包装の使用量の削減

（2）トップバリュ商品における容器包装材のプラスチック
　　使用量の削減に向けて実験を開始する

「素材」、「分別のし易さ」「量」
「詰替え」などの基準（案）はできたが、
 実験には至っていない

△

（1）電気使用量を原単位で2002年度対比2.0％削減する
　　累計原単位目標43Wh/m2・ｈ

（2）プラ包装資材・紙包装資材の使用量を重量ベースで
　　2002年度対比0.5％削減する

（4）廃棄売価変更の額を2002年度対比5％削減する 
 目標金額　120.5億円（４カンパニー計）

（6）ゴミ分別の実験店舗の導入を関東エリアで３店舗決め、
 人時を含めたモデルを構築する 

（１）水産部門にてリターナブルコンテナ納品を30品目導入　　
 ダンボール納品を50品目で実施する（計80品目）

80品目（ダンボールのみ）
※水産用リターナブルコンテナは、実現せず

34.8Wｈ/m2・h 80.9% ◎

実施できず  △

 

54.4% △

139.4億円 115.6% △

実験店舗での実施できず  △

 100.0% ◎

  △

  ◎

  

◎

  

△

  

△

  ◎ 

（3）買物袋持参率14.5％の達成
 　スタンプカード回収枚数   
 　全店　昨対　126％   
 　121万枚⇒152万枚

上期　7.18％ 
下期　8.71％ 
年間　7.89％

（２）1全店・全事業所毎のOA用紙のリサイクル量の実績把握 
 2紙のリサイクルのできていない事業所をなくす

（3）新店建設時に特定のグリーン調達品（7品目）が    
 使用できる施行箇所で、それを10％以上使う

（4）環境に配慮した店づくり
（屋上緑化、雨水利用など）を進める

（6）働き方改革推進会議を基に、
 本社内のレスペーパー の推進を図る

（5）イオングリーン購入基準を明確にし、
 事務用品の発注リストの品目を100％その基準に
 基づい たものにする

間伐材　61％
再生ポリフィルム　55％
再生アスファルト合材　76％  など

（下記のジャスコ店舗で実施）
雨水利用：津田沼店、昭島店
屋上緑化：東雲店、昭島店、津田沼店
ソーラー街灯：昭島店、入間店

事務用品のみならず、包装資材や
帳票類にも拡大した。
しかし事務用品については
100％の入れ替えは実施できなかった。
トナーのリサイクルシステムを確立した

ペーパーレス会議用備品貸出
コンパスキャビネット（電子書庫）の稼動
ペーパーレス会議の拡大

1127店舗にて実績把握
2残り約250店舗にてリサイクル実施できず

（2）1関東（東京・千葉・埼玉・神奈川）の規制対応車両導入100％
 2天然ガス車導入累計15台

環境目的（2005年度に達成する）
目標

環境保全型商品の
売上構成比3.0％の達成

電気使用量を原単位で
2002年度対比5％削減

プラ包装資材・紙包装資材を
重量ベースで2002年度対比2％削減

買物袋持参率30％の実現

生ゴミリサイクル率30％の達成 

グリーン調達の品目数の増大

エコストア基準の設定

グリーン購入のさらなる拡大

紙排出量を2002年度対比20％削減

    

イオン ふるさとの森づくり継続実施   

土壌汚染を発生させない体制の確立 

廃棄売価変更の額を
2002年度対比20％削減

各カンパニー、マックスバリュ、メガマートの
モデル店舗（6店舗）でゴミの計量・分別
を実現し、全店舗に向けた準備を進める

水産用リターナブルコンテナを導入し、
廃発泡スチロールの排出を抑制する

全事業所（本社・カンパニー・店舗）で
紙のリサイクルの実施 

ＣＯ2排出量を原単位で
2002年度対比5％削減

配送車両をディーゼル規制
対応車へ100％切り替える

トップバリュ商品の
プラ容器包装の使用量の削減

（1）1環境に配慮した商品の売上構成比1.6％の達成

 トップバリュ グリーンアイ 24,190百万円

 トップバリュ 共環宣言 2,510百万円

 SELF+SERVICE 1,760百万円

 2新たな環境配慮基準の決定

（2） 環境に配慮した商品の基準見直しの一環として
   　容器包装の環境配慮基準を策定⇒商品化に着手

（1） 電気使用量を原単位で2002年度対比3.5％削減

（2） 重量ベースで2002年度対比1％削減
 （包装資材のロゴマークの統一による在庫削減・コスト削減をめざす）

（4） 食品部門の廃棄売価変更の額を売上構成比2％以下にする

（1） 水産用リターナブルコンテナ累計30品目導入   
 （関東、西日本で下期から実施予定）

（3） 買物袋持参率14.5％の達成   
  　 1従業員の意識改革   
  　 2基本指示事項再徹底   
  　 3マイバッグの拡販　　等

（2）1リサイクル実施127店舗→2003年度対比105％   
  　 2未実施店舗→全事業所でのリサイクル量を把握

（3）新店建設時に特定のグリーン調達品（7品目）  
 が使用できる施工箇所で、それを10％以上使う

 （4）エコストア基準の策定   
 「これがイオンのエコストア」   
 1建設資材の低環境負荷材   
 2自然エネルギー   
 3室内環境　等について

（6） レスペーパーの更なる推進   
 1店舗への拡大   
 2コンパスキャビネット（電子書庫）と連携し
　　　「検索ツール」導入   
 2各業務システムにおけるイントラネットの活用

（1）地球温暖化対策ビジョンを作成する   
 2005年度からグループ40社で把握を開始
 グループとしての削減目標を設定する

（5）1販促資材で1500種以上、店舗で使用の帳票類・
 　パンフレット250種以上の資材の印刷で環境に
 　配慮したインクを使用 
 2全店において、蛍光管のリサイクルシステムを導入

（2） 1配送車両管理体制を構築し、
 　NOx・PM法の遵守状況を管理する   
 2天然ガス車導入累計20台

グループ各社担当者を決定
自社所有地171件をリストアップ調査を実施
登記簿による地歴調査を実施

 2004年度

（5） 生ゴミリサイクル率27％の達成   
 生ゴミリサイクルの優先順位の見直し   
 1.登録再生利用事業者委託   
 2.非登録再生利用事業者委託   
 3.生ゴミ処理機による自社での堆肥化

（6）ジャスコ大和鶴間店をモデル店とし、廃棄物分別・計量実施

（1）グループで、72カ所に37万5千本の植樹を実施   
（2）イオン「こどもエコクラブ」の会員数を3,800名にする

（1）調査の継続   
 残り161物件の中で、地歴調査すべきものを
 リストアップし、調査継続

（1）1環境に配慮した商品の売上構成比2.0％の達成  1.56%

    トップバリュ グリーンアイ 26,387百万円 21,922百万円 83.1% 

  トップバリュ 共環宣言 2,265百万円 2,539百万円 112.1% △ 

  SELF+SERVICE 1,442百万円 1,318百万円 91.4%   

 2新たな環境配慮基準の決定　　　　　　　　　　　　　環境配慮基準決定できず                    

1切り替え完了
2累計15台導入済み

イオン（株）以外の各社も「環境方針」「環境目的」「環境目標」を策定し、取り組んでいます。



第三者 評 価 　「イオン 環境・社会報告書2004」について

イオンの主な概要

　店舗数 2004.02 2003.02

●ＧＭＳ事業 665 460

●スーパーマーケット事業 579 452

●ドラッグストア事業※1 1,561 1,443

●ホームセンター事業※2 - 57

●コンビニエンスストア事業※3 2,633 2,361

●デパートメントストア事業 3 3

●専門店事業 2,666 2,585

●ディベロッパー事業 - -

●金融サービス事業 58 62

●サービス事業 665 582

●フードサービス事業 579 332

●物流加工・商事事業 - -

●ｅ-コマース事業 - -

営
業
収
益（
連
結
対
象
）

決算期 （百万円）

2000.02 

2001.02

2002.02

2003.02

2004.02

 2,522,210

 2,738,638

 2,934,592

 3,086,504

 3,546,215

営
業
利
益（
連
結
対
象
）

決算期 （百万円）

2000.02 

2001.02

2002.02

2003.02

2004.02

 71,212

 92,060

 119,222

 132,172

 132,212

経
常
利
益（
連
結
対
象
）

決算期 （百万円）

2000.02 

2001.02

2002.02

2003.02

2004.02

 64,689

 87,415

 114,759

 127,431

 131,354

※1  ドラッグストア事業の店舗数には、イオン・ウエルシア・ストアーズに参加するイオンの連結対象外の企
　　業も含まれています。
※2  2003.02のホームセンター事業57店舗は、2004.02ではGMS事業に含まれています。
※3  コンビニエンスストア事業の店舗数にはフランチャイズ店も含まれています。

イオン株式会社
取締役兼代表執行役会長

財団法人 地球環境戦略研究機関 理事長 GRIフォーラムジャパン 代表幹事

《表紙のことば》ちょっとなつかしい家族の情景が並んでいます。祖父母や父母の慈しみが教えてく

れたのは、だれもが微笑み、いきいきと輝いていることの大切さ。時代を超え、世代を超えて、脈々と受け

継がれてきた豊かな人間環境を未来に伝える責任が、私たちにはあります。そのために一人ひとりが何を

すべきか、何ができるのか、このレポートが考えるきっかけになれば。そんな思いを表紙にこめました。



2004年5月10日発行 

VOC（揮発性有機化合物）成分ゼロの 
地球にやさしいインキを使用しました。 

 印刷時に有害な廃液が出ない 
「水なし印刷」で印刷しています。 




